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地球温暖化の影響：地球温暖化の影響：  鍵は２℃鍵は２℃
●気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第4次報告書

・地球の平均気温：
 

１.１～６.４度上昇

・海面：
 

１８～５９センチ上昇

●平均気温が２度、海面が５０センチ上昇した場合

・日本：
 

９０兆８,０００億円の資産が水没

・中国：
 

最悪の場合米の収穫量が７８％減少

・モンゴル：
 

小麦の収穫量が６７％減少

●水不足：
 

２０２５年には５０億人、２０５０年には７０億人

●熱帯林の乾燥化：
 

２１００年にはアマゾンの森の３分の２が消
 滅し、砂漠に

→熱帯林は二酸化炭素排出源に。人類が放出しているすべての
 二酸化炭素の８年分を放出

→現在３８０ppmの二酸化炭素濃度が、２０９０年代には９８０ppm



必要な資金と調達状況必要な資金と調達状況
●途上国の温暖化適応策：

２０３０年の時点で４９０～１７１０億ドル

（５兆円～１８兆円）

●２０００年
 

国連ミレニアム開発目標（MDGs）：

最低年間５００億ドル（５兆２５００億円）

●食糧対策：
 

年間１５０～２５０億ドル

（１兆５９００億円～２兆６５００億円）

●先進国のODAは停滞、日本は拠出量が５位ま
 で後退－７６．９億ドル（７７００億円）

⇒資金調達の見込みはほとんどない





３つの背景３つの背景
１. 資金の不足

２. 国際経済の変容

３．グローバル・ガヴァナンスの欠如

⇒進まない地球環境問題対策

⇒極端なグローバルな富の偏在

⇒再分配できれば、資金は生み出せ  
る



国際経済の変容①国際経済の変容①
 ～巨大化するグローバル金融資本～～巨大化するグローバル金融資本～

●世界の実体経済の規模（２００３年）：

３６兆ドル（３,７８０兆円）

●金融資本：
 

１３０兆ドル（１京３,６５０兆円）

⇒実体経済の３．６倍

●金融資本の求めるものは「短期的利潤」

●企業であれ、国であれ、金融資本に逆らえない

●国債や株式が「売りを浴びせられる」



国際経済の変容②国際経済の変容②
 ～国際資金フローの増大～～国際資金フローの増大～

<e.g.>外国為替市場
１９７３年：

 
４兆ドル

１９８０年代：
 

４０兆ドル

２００７年：
 

７７０兆ドル（８京８５０兆円）
⇒数々の通貨危機

１９９４年：
 

メキシコ・ペソ危機
１９９７年：

 
アジア通貨危機

１９９８年：
 

ロシア・ルーブル危機
１９９９年：

 
ブラジル通貨危機

２００１年：
 

アルゼンチン通貨危機・・・

⇒外国為替市場には税金がかかっていない






